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平成17年３月22日
原子力安全対策課
(１６－１３０)
＜16時記者発表＞

美浜発電所１号機のＢ－充てんポンプマニホールドカバーボルトの損傷について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

美浜発電所１号機(加圧水型軽水炉；定格電気出力34.0万kW)は、定格熱出力一

定運転中のところ、平成17年３月19日10時40分頃に、巡回点検中の運転員が、原

子炉補助建屋地下１階の充てんポンプ室にあるＢ－充てんポンプ のＮｏ.１シリ＊１

ンダー吸込み側マニホールドカバー のボルト４本のうち３本が折れ、ナットと＊２

ともに床面に落ちていることを発見した。

Ａ，Ｂ－充てんポンプが運転中であったが、同日11時33分に待機中のＣ－充て

んポンプを起動し、11時38分に当該Ｂ－充てんポンプを停止した。その後、当該

Ｂ－充てんポンプの出入口弁を閉止して、11時55分に隔離を完了した。

なお、この事象による１次冷却水の漏れはなく、補助建屋排気筒ガスモニタや

運転パラメータ等に変化はなく、環境への放射能の影響はない。

現在、ボルトの損傷原因等の調査を行っているが、Ｂ－充てんポンプについて、

当該マニホールドカバーのボルト４本を除く32本のボルトの締付け状態を確認し

たところ、あらたにＮｏ.２シリンダー吸込み側マニホールドカバーのボルト１本

が折れていることが確認されるとともに、残りのボルト（31本）のうち28本のト

ルク値が目標締付けトルク値より低いことが認められた。

また、運転中のＡ，Ｃ－充てんポンプについて、順次ポンプを停止・隔離した

上で、ボルト全数（72本）の締付け状態を確認した結果、ボルトの折れや１次冷

却水の漏えいは認められなかったが、吐出側および吸込み側マニホールドカバー

のボルトの一部に目標締付けトルク値より低い箇所が認められ、締め付けを行っ

た。

＊１：充てんポンプ

１次冷却系統の水質、保有水量等を調整する系統（化学体積制御系統）で浄化した１次冷却水

を、１次冷却系統へ送りこむポンプ。

美浜１号機の充てんポンプは、シリンダーが３つ連なっており、シリンダー内をプランジャー

が往復運動して水を送り出す構造。充てんポンプは３台（Ａ,Ｂ,Ｃ）あり、通常、２台が運転し

ている。

＊２：マニホールドカバー

充てんポンプのシリンダーをつなぐマニホールド（集合管）のカバー、１つのシリンダーの吸

込み側と吐出側に、それぞれ４本のボルトで取り付けられている。
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（経済産業省によるＩＮＥＳの暫定評価尺度）

基準１ 基準２ 基準３ 評価レベル

－ － ０－ ０－

問い合わせ先(担当：伊藤)

内線2352・直通0776(20)0314
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【充てんポンプ仕様】
　　型式　　　　：　往復型

　　定格容量　：　９．５ｍ
3
／ｈ

　　入口圧力　：　０．２ＭＰａ
　　吐出圧力　：　１６．９ＭＰａ
　　温度　　　　：　４０℃
　　材料　　　　：　ステンレス鋼

ポンプの動作説明
　
　プランジャーの往復運動により、吸込み側か
ら吸込んだ１次冷却水をプランジャーが押し出
すことにより、圧力を上げ、１次冷却材系統に
注入する。
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【マニホールドカバー仕様】
　　材質：ステンレス鋼
　　寸法：178mm×168mm（厚さ50mm）
【ボルト仕様】
　　材質：高温用合金鋼
　　寸法：外径30mm×長さ137mm
【ナット仕様】
　　材質：炭素鋼（Ｓ４５Ｃ）
　　寸法：内径30mm
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充てんポンプ構造概要図
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